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１
月
11
日
、
平
成
27
年
成
人

式
が
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
新
成
人
た
ち
が
大
人

の
自
覚
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人

は
男
性
３
０
１
人
、
女
性
２
７
３

人
の
合
計
５
７
４
人
。
華
や
か
な

振
り
そ
で
や
り
り
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
み
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再

会
を
喜
ぶ
声
が
響
き
わ
た
り
、
何

度
も
写
真
撮
影
を
す
る
新
成
人
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
上
映
さ
れ
た

ス
ラ
イ
ド
で
は
、
中
学
校

ご
と
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
抜
粋

さ
れ
た
写
真
で
「
思
い
出
の
ス
ラ

イ
ド
」
を
上
映
。
ま
た
前
日
に
、

竜
神
大
吊
橋
で
「
新
成
人
バ
ン

ジ
ー
」
に
挑
戦
し
た
映
像
が
映
し

出
さ
れ
る
と
、
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。新成

人
を
代
表
し
て
、
実
行

委
員
長
の
髙
柿
元
寛
さ
ん

は
、「
成
人
式
と
い
う
転
換
点
を

迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
見
失

わ
ず
に
向
上
心
を
持
っ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

2

華　成人式、　　やかに開催

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
当

市
出
身
で
作
詞
・
作
曲
家

の
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
と
地
元

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
Ｈ
ハ

グ

・
Ａ
・
Ｇ
」
に

よ
る
共
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
よ
し
も
と
芸
人
が
飛
び
入
り

参
加
し
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
披
露
、

新
成
人
た
ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

祝　成人式

ダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇの皆さん
マシコタツロウさん・
ダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇの皆さんダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇの皆さん
マシコタツロウさん・マシコタツロウさん・

笑顔あふれた成人式笑顔あふれた成人式笑顔あふれた成人式

20
歳
を
迎
え
て

特集 
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【特集】20歳を迎えて

髙柿元寛さん 山縣千夏さん川又勇汰さん 市毛久美子さん
成人式実行委員長成人式副実行委員長 成人式副実行委員長 成人式副実行委員長

今 年 の テ ー マ は

「Ｓ
ス イ ッ チ

ｗｉｔｃｈ－転換点→」。

20 歳という節目を迎え目標

を見失わず頑張ります !!

日本一の高さを誇る竜神大吊橋バンジージャンプで１月 10日、有志によ
り「新成人バンジー」が行われました。今年もバンジージャンプの原点

とされるバヌアツ共和国の成人の儀式「ナゴール」にちなんで、新成人 10人
がバンジージャンプにチャレンジ。参加者は、大人としての抱負を叫びなが
らダムの湖面へ向かって飛んでいきました。

新　成
人バン

ジー 
 

3
・
2
・
1
・
・
バ
ン
ジ
ー

怖いよ

日本一の高さからのバンジーに挑戦

バンジーに挑戦した皆さん

立派な大

人になり

ま～す !
日本一の高さからのバンジーに挑戦日本一の高さからのバンジーに挑戦

バンジーに挑戦した皆さんバンジーに挑戦した皆さん

（木崎二町） （上利員町） （天神林町） （幡町）
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成人式出演者から新成人に向けてお祝いのメッセージ

20 歳の誓い
成人式の準備・運営に力を発揮した成人式実行委員の皆
さんなどが、20 歳の誓いをボードに書いてくれました。

マシコタツロウさん　代表　片根真知子さんよしもと芸人キャベツ確認中さん
ダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇ　

マシコタツロウさんママシマシマシマ コタコタコタタコ ツロツロツロロツロウさウささウさんんんんシマシマ コタコタコ ロツロツ ウさウさんんんママシマシマシマシマシマ コタコタコタタタタツロツロツロツロウさウさウさウささんんんんんんママシマシマ コタコタタタツロツロロウさウさウさんんんマシコタツロウさん　代表　片根真知子さん代代代表代表代表表表表代 片片片片片根真根真根根真根真根根 知知子知子知子子子さんさんさんさんさん代代代表表表 片片片根真根真根真根 知知子子さんさんさんんんんんさんさんんさ代代代代代表代表代表表表表代 片片片片片片片根真根真根真根真根真根根 知知知子知子子子子ささささ代代代代表代表表表 片片片片根真根真根真根根 知知子知子子さささ子子ささささ　代表　片根真知子さん
ダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇ　

さんさんさんんささんさんさんさん代代代代表代表代表表代表表 片片片片片片片根根根根真根真根真根真根真知子知子知子知知代代代表代表表 片片片片根根真根真根真根 知子子知知代表代表 片片根真真知知子代表代表 片片根真真知知子子子子さささ子ささ子さ子さ
ダダダダダダダダダダダ ＧＧＧＧＧＧンンンンンススススススタジタジタジタジオオスオスオスオ ペーペーペーススＨスＨスＨＨ・Ａ・Ａ・ＡＡンンススススタジタジタ オスオスオ ペーペーススＨスＨ・ＡＡ・Ｇ・Ｇ・ＧＧＧＧ　ＧＧスススタジタジタ オスオスオススペーペーペースススＨスＨ・Ａ・ＡＡＡススタジタジオスオオスペーペースＨスＨス ・ＡＡＡ・Ｇ・Ｇ・ＧダンススタジオスペースＨ・Ａ・Ｇ　

よしもと芸人キャベツ確認中さんよしよしよしよしよしよよよ ももともともともともともも 芸人芸人芸人芸人人芸人芸人芸芸 キャキャキャキャキャキキ ベツベツベツベツベツ確確確認確認確認確認確認確認確認確確 中さ中さ中さ中さ中さ中中 んんんんんんよしよしよしよ もともともともも 芸人芸人芸人芸芸 ャキャキャキキ ツベツベツ確確認確認確認確認確認中さ中さ中さ中 んんんよしもと芸人キャベツ確認中さん

A n oath of 20 years old
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✿おめでとうございます

✿昨
年
11
月
24
日
、
千
葉
県
習
志
野
市
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
２
０
１
５
全
日
本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス

ト
関
東
大
会
で
、
太
田
二
高
1
年
生
の
吉
田
瑞
穂
さ
ん
、

澤
幡
奈
々
さ
ん
、
金
山
亜
衣
加
さ
ん
が
２
位
入
賞
し
、
4

月
に
東
京
・
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
世
界
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
鏡
の
無
い
舞
台
で
着
物
の
着
付
け

を
一
人
で
い
か
に
美
し
く
行
う
か
を
競
い
、
立
居
振
舞
、

情
緒
、
言
葉
遣
い
、

作
文
な
ど
も
加
え

た
総
合
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

吉
田
さ
ん
は
「
こ

の
成
績
は
、
先
生

方
と
私
た
ち
３
人

で
協
力
し
合
い
努

力
し
た
積
み
重
ね

の
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。
世
界
大
会

に
向
け
て
さ
ら
に

良
い
成
績
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

き
も
の
装
い
コ
ン
テ
ス
ト
関
東
大

会
で
第
２
位

✿昨
年
12
月
13
日
、
な
ぎ
な
た
県
高
校
新
人
大
会
が
県
武

道
館
で
行
わ
れ
、
個
人
試
合
の
部
に
お
い
て
、
太
田
二
高

2
年
生
の
小
泉
真
緒
さ
ん
が
優
勝
し
、
3
月
に
兵
庫
県
で

行
わ
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、

演
技
の
部
に
お
い
て
も
寺
門
那
実
・
小
泉
真
緒
組
が
２
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

競
技
は
、「
試
合
」
と
「
演
技
」
の
2
つ
が
あ
り
、
個

人
試
合
の
部
で
は
、
防
具
を
身
に
つ
け
、
定
め
ら
れ
た
部

位
を
互
い
に
打
突
し
て
勝
負
を
競
い
、
ま
た
、
演
技
の
部

は
、防
具
を
身
に
つ
け
ず
、指
定
さ
れ
た
形か
た

を
対
人
で
行
っ

て
そ
の
技
を
競
い
ま
す
。

主
将
の
小
泉
さ
ん
は
、「
個
人
試
合
の
部
で
優
勝
・
演

技
の
部
で
２
位
と
い
う
結
果
が
残
せ
て
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
稽
古
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
ぎ
な
た
県
高
校
新
人
大
会
で

優
勝

✿太
田
中
野
球
部

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会

に
出
場

昨
年
12
月
14
日
、
静
岡
県
草
薙
総
合
運
動
場
硬
式
野

球
場
で
開
催
さ
れ
た
、「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

２
０
１
4
全
国
大
会
」
に
、
太
田
中
野
球
部
が
出
場
し
健

闘
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
正
確
さ

と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
で
、
各
県
の
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
36
チ
ー
ム
が
参
加
。
１
チ
ー
ム
９
人
が
７
ｍ
離
れ

て
向
か
い
合
い
、
2
分
間
で
何
回
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き

た
か
を
競
う
も
の
。
主
将
の
萩
谷
勇
太
さ
ん
は
、「
大
会

で
は
、
ほ
と
ん
ど
ミ
ス
な
く
予
選
1
位
で
通
過
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
決
勝
戦
の
開
始
30
秒
で
大
き
な
ミ
ス

が
出
て
し
ま
い
残

念
で
し
た
。
大
会

２
連
覇
の
夢
を
果

た
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
し
、

２
年
連
続
決
勝
戦

に
進
め
た
こ
と
は

自
信
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

太
田
二
高

太
田
二
高

（左から）金山亜衣加さん、吉田瑞穂さ
ん、澤幡奈々さん  

大会では振り袖・留め袖・外国人・学
校対抗など7部門に約180人が出場

（左から）小泉真緒さん、寺門那実さん

　　　　　　太田中野球部の皆さん

部員数4人と少ないながら全国大会出場
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✿おめでとうございます

大根のきんぴら今 は月

11

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

　　　　　　
　
　
　

レシピ
① 大根、ニンジン、さつま揚げを短冊切りにする。
② サラダ油で唐辛子を炒

いた

め、すぐ唐辛子を取り出し、大
根を加え入れて炒める。
③ 砂糖、しょうゆ、だしで味付けする。
④ニンジン、さつま揚げを加え、炒める。
⑤ 最後に大根の葉を加え、炒める。

　　　　　　材料（４人分）
大根 ・・・300 ｇ
ニンジン・・・30 ｇ
大根の葉・・・少々
さつま揚げ・・・1枚

サラダ油 ・・・大さじ 2
しょうゆ・・・大さじ 2
砂糖・・・大さじ 2
だし・・・大さじ 2
唐辛子・・・適量

✿小平
記
念
作
文
で
優
秀
賞

平
成
26
年
度
第
43
回
小
平
記
念
作
文
に
お
い
て
、
梶

山
翠
月
さ
ん
（
西
小
沢
小
２
年
）
の
作
文
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

「わたしが住んでいる周り
の自然の豊かさについて
作文にしました。優秀賞
をとれてとてもうれしいで
す」

梶山 翠月さん  

「わたしの大すきなしぜん」

✿県北
地
域
う
ま
い
米
食
味
コ
ン

テ
ス
ト
で
表
彰

昨
年
12
月
19
日
、

県
合
同
庁
舎
で
平
成

26
年
度
県
北
地
域
う

ま
い
米
食
味
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
優
れ
た
食
味

の
米
を
生
産
し
た
栗

原
農
園
（
芦
間
町
）

が
最
優
秀
賞
、
石
川

米
穀
店（
天
神
林
町
）

が
優
秀
賞
、
西
野
平

さ
ん
（
里
野
宮
町
）

が
優
良
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

✿交通
安
全
の
取
り
組
み

を
表
彰

昨
年
11
月
27
日
、
第
50
回
県
交

通
安
全
県
民
大
会
に
お
い
て
、
交

通
安
全
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
個
人
で
は
、
根
本
操
さ

ん
（
内
堀
町
）・
永
山
美
恵
子
さ
ん

（
幡
町
）、
団
体
で
は
、
太
田
地
区

交
通
安
全
協
会
水
府
支
部
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

太田地区交通安全協会水府支部の皆さん （左から）根本操さん、永山
美恵子さん

（左から）石川米穀店、栗原農園、西野平さん優秀賞
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日
向
遺
跡
出
土
遺
物

今
回
は
、
平
成
22
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
亀
作
町
の
日ひ
な
た向
遺
跡
の
出
土
資
料
を
紹
介

し
ま
す
。

日
向
遺
跡
は
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
っ
て
、

平
成
22
年
6
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
県
教
育
財

団
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
昨
年
3
月

に
整
理
作
業
が
終
了
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
市

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
1
カ
所
、

古
墳
時
代
中
期
の
古
墳
1
基
、
古
墳
時
代
前
期

か
ら
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
１
４
０
軒
余
、

中
世
の
方
形
堅
穴
遺
構
1
基
の
ほ
か
、
多
数
の

土
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
出
土
し
た
資
料
は

１
０
０
箱
以
上
に
お
よ
び
ま
す
。
主
な
資
料
は
、

土
師
器
と
呼
ば
れ
る
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
素
焼
の
土
器
や
、
須
恵
器
と
呼
ば

れ
る
窯
を
使
っ
て
焼
い
た
硬
質
の
土
器
、
平
安

時
代
の
陶
器
、
石
製
の
矢
じ
り
や
玉
と
い
っ
た

石
製
品
、
金
属
製
品
な
ど
で
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
の
土
師

器
の
底
面
に
墨
で
「
日
奈
田
」
と
書
か
れ
た
土

器
で
、遺
跡
の
名
称
と
も
な
っ
て
い
る
字
名
「
日

向
」
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
１
千
年

以
上
も
前
か
ら
、
こ
の
地
が
「
ヒ
ナ
タ
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
身
分
の
高
い
人
物
が
装
束

を
着
た
際
に
、
ベ
ル
ト
の
よ
う
に
つ
け
る
巡
じ
ゅ
ん
ぽ
う方

と
呼
ば
れ
る
石
製
の
腰
帯
具
は
、
一
般
的
な
集

落
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
で

す
。
他
に
は
今
か
ら
約
１
万
５
千
年
前
の
旧
石

器
時
代
の
終
わ
り
頃
の
槍や
り
さ
き先
（
尖せ
ん
と
う
き

頭
器
）
も
見

つ
か
っ
て
お
り
、
大
昔
か
ら
人
々
の
生
活
の
場

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
予
定

さ
れ
て
い
た
現
地
説
明
会
が
開
催
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
市
民
の
方
が
こ
の
遺
跡
や
出
土
し
た

資
料
を
目
に
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

梅
津
会
館
で
は
常
設
展
示
で
出
土
資
料
の
一
部

を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
5
月
に
は
「
日
向
遺

跡
展
」
を
開
催
し
、
こ
の
遺
跡
の
全
容
を
紹
介

し
ま
す
。

巡
じゅんぽう

方

今月の朝市は 2月 15 日日に市役所駐車場で開催します！

朝
市
で
は
、
ま
ぜ

お
こ
わ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
い
つ
も
栄

町
で
店
を
し
て
い
ま

す
が
、
お
客
さ
ん
に

お
い
し
い
も
の
を
と

思
い
6
年
前
か
ら
出

店
し
て
い
ま
す
。
お

こ
わ
の
原
材
料
と
な
る
も
ち
米
と
野
菜
は
地

元
の
も
の
を
使
用
。
お
客
さ
ま
に
ア
ツ
ア
ツ

な
お
い
し
い
ま
ぜ
お
こ
わ
を
食
べ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
朝
1
時
に
起
き
て

仕
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
午
前
9

時
に
は
売
り
切
れ
る
ほ
ど
好
評
で
今
で
は
遠

方
か
ら
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
が
い
て
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

朝
市
で
、
お
い
し
い
ま
ぜ
お
こ
わ
を
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

朝
市
名
物
ま
ぜ
お
こ
わ
を
ど
う
ぞ

甘
い
イ
チ
ゴ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問 

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
3
）

割
烹　

栄 （
栄
町
） 

まぜおこわのほかにも
ご主人自慢のしぐれ煮
も販売し好評です

桧
山
果
樹
園
（
幡
町
）

こ
れ
か
ら
の
季

節
一
番
旬
な
の
が
イ

チ
ゴ
で
す
。
朝
市
で

は
、
イ
チ
ゴ
（
い
ば

ら
キ
ッ
ス
、
ひ
た
ち

姫
等 

）
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
特
に
い
ば

ら
キ
ッ
ス
は
、
県
が

品
種
改
良
し
2
年
前
ま
で
は
デ
パ
ー
ト
な

ど
に
し
か
流
通
し
て
い
な
い
品
種
。
最
大

の
特
長
は
、
糖
度
が
高
く
、
酸
味
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
良
く
食
味
が
濃
厚
で
優
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
適
度
な
硬
さ
を

持
ち
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感
も
魅
力
。
ま
た
、

ひ
た
ち
姫
は
、
糖
度
が
高
く
、
酸
味
が
少

な
い
の
で
甘
く
、
果
形
は
大
き
く
サ
ク
サ

ク
と
し
た
食
感
が
特
長
で
す
。
朝
市
で
甘

い
甘
い
イ
チ
ゴ
は
い
か
が
で
す
か
。

桧山さんは地元でぶどう
や梨の果樹園を経営。3
月から 5 月はイチゴ狩り
（電話予約）もできます

Vol.11

太
田
遺
産  

市
郷
土
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
資
料
を
紹
介

問 

文
化
課
（
☎
72
‐
３
２
０
１
）

槍先（尖頭器）

「日
ひ な た

奈田」と書かれた土器
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　ハンドツリー完成（赤ちゃんタイム）
里美地区の なる が行っている「赤ちゃんタイム」での

ワークショップで、11 月に開催したハンドツリー。

市民の方の御協力により設置が完了しました。

市立図書館の児童本スペースに展示中です。

今後、第 2回の 1月 15 日の作品も加えられ、

さらに大きく成長します。ぜひご覧ください。

　

2015 年賀詞交歓会　

渡部　智穂 ( わたなべ ちほ )　金砂郷地区
1980 年　茨城県出身
2007 年   多摩美術大学院美術研究科博士前期課程（修士）
絵画専攻版画領域　修了
現代美術家／木版画講師。参加者と共に作品を作りあげたり、
作品の一部としてプロジェクトに参加してもらったりと、さま
ざまな形で周囲を巻き込む活動を展開。2007 年大学院修了後、
第 35回日墨研修生･学生等交流計画奨学金プログラムでメキシ
コの文化と現代木版画について調査･研究を行う。その後、茨城
県水戸市にて美術活動を行い、2012 年にはメキシコ政府奨学金
を受け、現地リサーチをもとに協働制作・個展を行う。また、版
画工房museograbado にて、日本の木版画技術を指導。

　1月 1日より金砂郷地区アーティストとして、活動をスタートしました。渡部智穂と申します。
金砂郷地区に滞在しながら、木版画ワークショップや作品制作を行う予定です。皆さんとの美術を
通じた交流の中から、地域の魅力を見つけていきたいと思います。よろしくお願いします！

渡部智穂HP ≫≫≫http://chihowatanabe.blogspot.jp/（これまでの作品を掲載しています）

水府コイノボリプロジェクト
水府地区のミヤタが行っている「水府コイノボリプロジェクト

-SCOI（スコイ）-」では、竜神峡の「こいのぼりまつり」で

使用され、処分されてしまうコイノボリを再活用し、地域

の皆さんと一緒に、手さしやバックなどの商品開発を進めて

います。少しずつではありますが、様々な展開をしています！

　2015 年 1月より、常陸太田アーティスト・イン・レジデンスに新たなアーティストが加わり、活動を始めています。

金砂郷地区に移住をし、地域の皆さんと一緒に、さまざまな活動を展開していきたいと思います。アーティストが 4人

に増えた本事業、これからもそれぞれの活動で常陸太田を盛り上げていければと思います。よろしくお願いします！

1月 6日に開催された賀詞交歓会で、これまでの活動の様子を展示させていただきました。
多くの方に足をとめていただきました！本当にありがとうございました。

移住地区に限らず、市内各地区でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化した楽しく深みのある活動を展開して
いきたいと思っています。アーティストへのお問い合わせは、常陸太田市役所政策企画部少子化・人口減少対策課まで。
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4

　退職した後も自分の技術を生かして働ける場所とし

て、里美地区では高齢者生産活動センターが運営されて

います。ここでは漬物や味噌といった加工品や、わら細

工・木工などの工芸品を生産・販売。また、わら細工は

体験教室も行っていて、昔ながらの方法で教えてもらう

ことができます。先月に里美地区で開催したふるさと探

検隊のイベントでも、こちらのわら細工教室に出張して

いただき、親子で縄のコースターを作りました。昔なが

らの知恵や技術を次の世代に伝えるような交流ともな

り、お洒落なコースターも出来上がったので皆さん喜ん

でいました。わら細工品は多様なアレンジができるので、

またイベントで利用できればと思います。

　12 月 22 日、私の協力隊任期残り 3 カ月の活動宣言

会を行いました。その中で、金砂郷の地域団体の皆さ

んや、ニュースレターで紹介させていただいた “金砂

郷人” の方々の情報交換会を実施。参加者からは「頑

張っている人たちの情報を聞いて刺激を受けた」等の

声がありました。人と人や活動と活動、魅力と魅力が

つながっていく、ほんの少しのきっかけになったと思

います。さらにつながっていけるように最後の活動報

告会でも工夫したいと思います。

⇒とき：2月22日 （日）18：00　ところ：かなさ笑楽校
※準備の都合上、2月 18 日（水）までに要予約

　℡0294-76-2111（金砂郷支所・協力隊）

　1 月 11 日、里美地区では 4 カ所で鳥追いが行われま

した。協力隊は残念ながら 3 カ所しか行くことができ

ませんでしたが、初めての鳥追いを楽しみました。場

所ごとに特色があり、同じ里美でもこんなに違うのか

と驚きました。もともと、鳥追いは農作物から鳥を追

い払うとのことで、子どもが歌を歌うなど小正月の行

事の一つでした。現在では大人が主体のイベントに少

しずつ変化しています。里美では鳥追いが一時期なく

なったこともありましたが、子どもたちのためにとい

うことで復活をしました。朝から田楽を刺す竹を削っ

たり、おもちつきをしたりなど、普段ではなかなかで

きないようなことをしました。

「人・つながり・仲間づくり」
を大切に活動

里美地区の鳥追い

昔ながらの知恵を生かして

地域おこし協力隊の最新情報は、ホームページ： http://hssk-i.com/　FB ページ： https://www.facebook.com/hokyoryokutai で

9
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ちょっと
寄り道

今
月
は
内
田
町 

来月は、内田町の
「田 」つながりで、
町田町さんにお願
いします。

紹介者　
内田町（中内田）
大内　隆さん

中内田は、里川の最下流部に位置し 60 軒ほど
の集落です。南側には吉田神社と三峰神社、東側
には市の浄水場、中央には中内田田園都市センター
があります。昔から水との縁が深く、人工堤防が
できる 70 年前は洪水が頻繁に起こりました。南
側を流れている里川は浅瀬になっていて、昔、八
幡太郎義家が馬で川を渡ったと伝えられているこ
とから八幡河原と呼ばれています。この場所には、
木造の八幡橋があり、昭和以前の風景が残る場所
として知られています。朝ドラの「ゲゲゲの女房」
や大河ドラマ「武蔵」などのロケ地としても親し
まれています。

八幡河原    

八幡橋    

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

1 月 13 日に幸久小 3年生が町会の皆さんと一緒に
鳥追い小屋 作りに挑戦

1 月 18 日、エコミュージアム事業に取り組んでいる上河合
町で、上河合町鳥追い「ワーホイ」が行われました。地元町会
の方や幸久小の児童が作った鳥追い小屋の中で、もちや豚汁な
どを食べながら楽しみました。また、今年は、太田一高ＪＲＣ
部や茨城キリスト教大の学生ボランティアも参加。夕刻になる
と鳥追い小屋に次々と火がつけられ、カヤで作った小屋は瞬く
間に燃え上がり、「ドンドン、パチパチ」という音を聞きなが
ら五穀豊穣・家内安全・無病息災を祈念しました。上河合町で
は、地元で 50年前まで行われていた伝統的行事である「鳥追い」
を 8年前に復活させました。地域の魅力発見と文化を伝承する
とともに、地域の方との交流を図る目的で毎年開催しています。

小屋の中は約 8畳。みんなでもちや
豚汁などを食べながら楽しみました 地元の宝みんなで記念撮影ハイポーズ

上河合町鳥追い「ワーホイ」

夕刻になると鳥追い小屋に次々と火
がつけられ五穀豊穣などを祈願しま
した

情報はこちら→
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、7年目を
迎えた今年度は 11 団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼

▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

郷
土
愛
の
醸
成
や
地
元
の
良

さ
の
再
認
識
と
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
市
内
に
伝
わ
る
民
話
を

地
図
や
写
真
イ
ラ
ス
ト
と
と
も

に
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
「
民
話

マ
ッ
プ
」
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
常
陸

太
田
地
区
に
伝
わ

る
民
話
20
話
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
「
民
話
マ
ッ

地
元
の
民
話
を
後
世
に

【
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
文
庫
】　プ

」
を
発
行
。
今
年
度
は
金
砂

郷
、
水
府
、
里
美
地
区
の
発
行

に
向
け
た
資
料
収
集
や
編
集
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
楽
し

み
お
話
し
会
や
青
蓮

寺
で
の
文
学
散
歩
な

ど
の
開
催
、
各
地
域

の
敬
老
会
や
三
世
代

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に

参
加
し
た
り
と
、
民

話
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

代
表　

石
月　

ひ
ろ
子
（
中
城
町
）

ハ
イ
カ
ー
や
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
愛
好
者
が
、
市
内

の
里
山
で
気
持
ち
よ
く
、
安

全
に
散
策
で
き
る
よ
う
に
、

市
内
の
散
策
道

の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

３
年
目
を
迎

え
た
今
年
度
は
、

春
友
町
の
散
策

道
の
整
備
を
定

期
的
に
実
施
し
、

倒
木
の
撤
去
や

里
山
を
気
持
ち
よ
く
滑
走

【
い
ば
ら
き
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】　

草
刈
り
、
木
橋
の
架
け
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
本
年

２
月
に
は
小
学
生
を
対
象
と

し
た
体
験
ツ
ー
リ
ン
グ
「
冒

険
キ
ッ
ズ
ツ
ー
リ

ン
グ
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
散
策

道
の
整
備
を
進
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

代
表　

冨
岡　

修
一
（
上
河
合
町
）

常
陸
太
田
駅
前
の
活
性
化

と
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
駅
前
広
場
を

会
場
に
し
た
夏
祭
り
「
常
陸

太
田
駅
夏
物
語
」

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
４
年
目

を
迎
え
た
今
年

度
は
〝
地
域
の

絆
〞
を
テ
ー
マ

に
地
元
町
内
会

や
商
店
会
の
出

店
の
ほ
か
、
ぶ

新
た
な
夏
の
風
物
詩ど

う
や
梨
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
に
設
け
ら
れ
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
田
中

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
幼
児
に
よ

る
久
自
楽
舞
を
披
露
。

当
市
出
身
の
マ
シ
コ

タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
の
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
も
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
地
元
や
市

内
全
域
が
集
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
で

あ
る
「
根
岸
の
た
め
池
」
周

辺
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
６
月
に
た

め
池
周
辺
の
休
耕
田
に
ア
ヤ

メ
を
植
栽
。
８

月
に
は
た
め
池

の
泥
払
い
や
蓮

の
手
入
れ
を
行

う
と
と
も
に
、

た
め
池
を
会
場

と
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
や

た
め
池
を
地
域
の
憩
い
の
場
に

【
常
陸
太
田
大
中
町
会
】　

芸
能
発
表
会
な
ど
を
開
催
し

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
環
境
整
備
に

合
わ
せ
て
イ
ノ
シ
シ
対
策
も

実
施
、
11
月
に
は
植
栽
を
し

た
休
耕
田
周
囲
に
電

気
柵
を
設
置
し
ま
し

た
。今

後
も
地
域
住

民
の
憩
い
の
場
と
し

て
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

代
表　

橘　

幸
市
（
山
下
町
）

【
山
下
会
】　

代
表　

才
丸　

一
美
（
大
中
町
）
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キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

アルコール
と心の健康

アルコールは、飲む量が増えたり、クセになったりする可能性のあ
る薬物です。お酒をよく飲む人のほとんどは、自分がアルコール依
存状態にあるとは思っていません…。ところが、約 450 万人の日本
人がアルコール依存症の疑いがあるといわれています。

　

お
酒
の
飲
み
方
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。
習
慣
的
に

飲
酒
す
る
こ
と
で
、「
ア
ル
コ
ー
ル
が
な

い
と
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
状

態
に
な
り
ま
す
。
周
囲
の
人
へ
の
拒
否

感
情
や
孤
立
感
も
強
く
な
り
、
精
神
的

に
も
ど
ん
ど
ん
不
健
康
な
状
態
に
陥
っ

て
い
き
ま
す
。

　

寝
酒
は
入
眠
を
良
く
す
る
も
の
の
、

睡
眠
の
深
さ
が
浅
く
な
り
、
途
中
で
目

が
覚
め
る
こ
と
が
増
え
た
り
し
ま
す
。

　

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
量
を
増
や
さ
な
い
と
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

不
安
感
が
強
い
時
な
ど
に
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
効
果
に
過
剰
に
頼
り
や
す
く

な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
治
療
薬
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
む
量
が
増
え
、
依
存
症
に
な
っ
て
し

ま
う
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

段階 内容
機会飲酒 時々、機会があればたしなむ程度

習慣飲酒 日常的に酒を飲み、徐々にアルコールに対
する耐性ができてくる。

依存症との境界 酒がないと物足りない。酒量が増える。

依存症初期 飲まないと寝付けない、落ち着かない、発
汗するなど、禁断症状が出始める。

依存症中期 酒が原因の問題行動を繰り返す。隠れ飲み
をする。迎え酒をする。

依存症後期 連続飲酒、幻覚、幻聴、肝臓障害などの症
状が出る。健全な日常生活が困難になる。

○ 

週
に
２
日
以
上
は
休
肝
日
を

○
寝
酒
の
習
慣
を
つ
け
な
い

○
深
酒
し
な
い

○
１
日
20
グ
ラ
ム
を
厳
守

○
つ
ら
い
と
き
に
酒
に
頼
ら
な
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
は
、
自

分
が
依
存
症
だ
と
自
覚
す
る
人
は

少
な
い
た
め
、
周
り
が
気
付
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

㊟ 

お
酒
の
量
は
増
え
て
い
ま
せ
ん

か
。

㊟ 

お
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
と
き
禁

断
症
状
（
手
の
ふ
る
え
等
）
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　

心
配
な
方
が
い
た
ら
、
早
め
に

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９
‐
２
４
３
‐
２
８
７
０
）
や

近
く
の
精
神
科
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

チェック 項目

□ 今までに飲酒を減らさなければいけないと
思ったことがある

□ 今までに飲酒を批判されて腹が立ったりい
らだったことがある

□ 今までに飲酒に後ろめたい気持ちや罪悪感
を持ったことがある

□ 今までに朝酒や迎え酒を飲んだことがある

～「依存症との境界」付近 の方は要チェック～

2項目以上当てはまればアルコール
依存症の疑いあり！

種類
ビール 清酒 ワイン

中 1本
500ml

1 合
180ml

1 杯
120ml

度数 5％ 15％ 12％
量 20g 22g 12g

種類
ウイス
キー 焼酎

ダブル
60ml

1 合
180ml

度数 43％ 25％
量 20g 36g

※表中「量」
＝ 純 ア ル
コール量
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市職員の給与・定員管理をお知らせします
問総務課人事係（内線 341）

本市職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき条例で定められており、すべて議会の審議を
経て決められています。

《職員給与・定員管理に関する取り組み》
本市では、常陸太田市行政改革大綱の実施計画等に基づき、人件費に関して次のような取り組みを行っています。
①平成 18年 4月から、市長・副市長・教育長の給料月額 5％減額および管理職手当の 10％減額を行っています。
② 平成 22 年度を起点とした定員管理適正化計画を策定し、平成 26年度末までに 10.4％（70 人）の市職員数
の削減を行っています。
③ 平成 25年 7月から平成 26年 3月までの特例措置として、市長・副市長・教育長は給料月額の 10％、一般職
は職位に応じて給料月額の 2.72 ～ 5.57％、議員は報酬月額の 5％を減額することにより、約 8,000 万円の削
減を行いました。

●人件費の決算状況（平成 25年度）
平成 25年度普通会計の決算額は、歳出総額 251 億
3,448 万 5千円。そのうち人件費は「職員人件費」と「そ
の他の人件費」の合計で、48億 2,325 万 1千円（歳出
総額の 19.2％）になります。
※ 「普通会計」とは、国民健康保険事業、介護保険事業、水
道事業等の公営事業会計以外のもの。「その他の人件費」と
は、市長等給与、議員報酬、行政委員等報酬などです。

●職員の平均給料月額および平均年齢の状況（Ｈ26.4.1 現在）
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 334,300円 44.7歳
※ 「一般行政職」とは、一般職のうち消防士、保育士、幼稚
園教諭等以外の職員です。
●特別職の給料等の状況（Ｈ26.4.1 現在）

区　分 給料月額等 期末手当

給料
市長 840,700円（885,000円）

6月期 1.40月分
12月期 1.55月分

計 2.95月分

副市長 669,700円（705,000円）
教育長 631,700円（665,000円）

報酬
議長 460,000円
副議長 415,000円
議員 395,000円

●職員の初任給の状況（Ｈ26.4.1 現在）

区　分 常陸太田市
初任給

国
初任給

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円
高校卒 140,100円 140,100円

●職員手当の状況（Ｈ26.4.1 現在）
区　分 内　容

期末手当

勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.645月分

12月期 1.375月分 0.645月分
計 2.600月分 1.290月分

区 分 内　容 支給額

管理職手当
部長 給料月額の

12％の額

課長 給料月額の
10％の額

扶養手当
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族 6,500円

住居手当 借家・借間 27,000円以内

通勤手当
交通機関 55,000円以内

交通用具利用者 2㎞以上の距離に応じて支給
 2,000～
　　　24,500円

●部門別職員数の状況（Ｈ26.4.1 現在）
部　門 職員数

一般
行政

議会 6
総務 105
税務 29
民生 83
衛生 33
農水 29
商工 20
土木 43
小計 348

●定員管理適正化計画

区　分 起　点
（H22.4.1）

H23.4.1
現在

H24.4.1
現在

H25.4.1
現在

H26.4.1
現在

H22.4.1～
H27.4.1 
計画の目標

行政職 532人 516人 505人 488人 468人 474人
消防職 83人 85人 87人 88人 88人 85人

技能労務職 55人 52人 49人 48人 43人 41人
合　計 670人 653人 641人 624人 599人 600人

増減（起点比） △ 17人 △ 29人 △ 46人 △ 71人 △ 70人
増減率（起点比） △ 2.5％ △ 4.3％ △ 6.9％ △ 10.6% △ 10.4%

※職員数は一般職に属する職員数であり、特別職や非常　
　 勤職員等は含みません。

600

650

700

750

800

45

50

55

60

65

H17
624

（人）

（人）
641

653
670

690
706

730
749

760

61.3
58.5（億円）

（億円）

57.2 55.7
54.8

52.7
51.9

50.2
48.2

H18 H19 H20 H22H21 H23 H24 H25

定員管理

職員数と人件費の推移

給　与

部　門 職員数

特別
行政

教育 103
消防 88
小計 191

公営
企業等
会計

水道 23
下水道 12
その他 25
小計 60

合　計 599

※ 平成 26 年 4月 1日現在の数値については、いずれも給与改定前の数値

人
件
費
（
億
円
）

職
員
数
（
人
）

合併後の職員数と人件費の推移は右のグラフのとおりです。
○ 職員数（各年度当初）については、平成 17年の 760 人
から平成 25年の 624 人へと 136 人減少。

○ 人件費（各年度決算）は、61.3 億円から 48.2 億円へと
13 億円以上減少

※ （　）は 5％減額前
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Information

【
事
例
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
に
い
っ
た
服
を
見
つ

け
た
の
で
購
入
を
決
め
、
メ
ー
ル
で
指
定
さ
れ

た
口
座
に
前
払
い
で
振
り
込
ん
だ
。
と
こ
ろ

が
、
約
束
の
期
日
を
過
ぎ
て
も
商
品
が
届
か
な

い
。
連
絡
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。（
30
歳
代　

女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
、

届
い
た
商
品
が
表
示
と
異
な
る
、
返
品
を
申
し

出
た
が
断
ら
れ
た
、
連
絡
先
に
電
話
を
し
て
も

つ
な
が
ら
な
い
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

契
約
内
容
や
返
品
の
条
件
等
を
よ
く
見
て

慎
重
に
申
し
込
む
。

〇 

商
品
代
金
の
前
払
い
を
避
け
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
代
金
引
換
、
振
り
込
み
用
紙

で
の
後
払
い
に
す
る
。

〇 

相
手
の
名
前
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）、
契

約
内
容
、
広
告
画
面
や
申
し
込
み
画
面
、

申
し
込
み
確
認
画
面
を
印
刷
し
、
デ
ー
タ

を
保
存
し
て
お
く
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
市
民
協
働
推
進
課
内
（
☎

70
‐
１
３
２
２
）

ダマされない

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
ご
注
意
！

✿

✿

ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

善
意
あ
り
が
と
う

　

 （
株
）
小
池
住
建
代
表
取
締
役
　
小
池
利
憲 

様
＝
市
政
の
た
め　

１
０
０
万
円
／
幡
寿
会 

様
＝
社
会
福

祉
事
業
の
た
め　

７
４
５
０
円

◇ 

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
（
平
成
26
年
12
月
24
日
〜
平
成
27
年
１
月
21
日
受
入
分
）

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。

　

 

匿
名
の
方
（
日
立
市
）
５
千
円
〔
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〕
／
匿
名
の
方
（
笠
間
市
）
５
千
円

〔
指
定
な
し
〕
／
匿
名
の
方
（
市
内
）
５
千
円
〔
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〕

■
と　

き　

3
月
１ 

日
日
〜
31
日
火

■ 
と
こ
ろ　

鯨
ケ
丘
商
店
街
ほ
か

あ
ず
き
フ
ェ
ス

■
と　

き　

2
月
20 

日
金
〜
3
月
8
日
日

■
と
こ
ろ　

市
内
の
参
加
店
（
14
店
舗
）

■
内
容　

 

市
内
の
農
業
者
と
料
理
人
が
手
を
結
び

里
美
地
区
の
在
来
種
あ
ず
き
「
娘
来
た
」

を
使
用
し
た
料
理
を
創
作
・
提
供
。

ろ

鯨
ケ
丘
商
店
街■

内
容

○ 

鯨
ケ
丘
地
区
の
各
お
店
で
思
い
出
の

ひ
な
人
形
・
つ
る
し
雛
を
展
示
。

○ 

梅
津
会
館
で
県
郷
土
工
芸
品『
桂
雛
』

の
展
示
や
市
内
風
景
画
を
展
示
。

○ 
鯨
ケ
丘
ひ
な
巡
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
。
参
加
者
先
着
2
千
人
に
鯨
ケ
丘

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

○
お
茶
の
お
も
て
な
し

■ 

そ
の
他　

28
日
土
は
、
鯨
ケ
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
で
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

屋
台
村
を
行
い
ま
す
。（
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
）

問 

鯨
ケ
丘
商
店
会　

き
く
や
（
☎
72
‐
０
５
６
９
）
／
市
商
工
会
（
☎

72
‐
５
５
３
３
）
／
市
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
（ 

☎
73
‐
１
７
０
０
）

問 

常
陸
太
田
フ
ァ
ー
ム
＆
キ
ッ
チ
ン
実
行
委
員
会
（
田
仲
）
☎

０
９
０
‐
７
２
７
８
‐
５
４
５
４

常
陸
太
田
フ
ァ
ー
ム
＆
キ
ッ
チ
ン

ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
鯨
ケ
丘
ひ
な
ま
つ
り

■■

ホームページ http://ho-fk.com/

↑詳しい情報は
こちら

↑詳しい情報は
こちら
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
７
回
市
武
道
大
会
﹇
12
月
7
日

／
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・

柔
道
場
﹈（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

【
柔
道
の
部
】﹇
団
体
戦
﹈
▼
小
学

生
の
部
①
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
②
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
③
金
砂
郷
柔
道

ス
ポ
少

▼
中
学
生
の
部
①
東
海
柔
道
ク
ラ

ブ
②
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
③
水
府

柔
道
ス
ポ
少

﹇
個
人
戦
﹈
▼
小
学
２
年
生
以
下

男
子
の
部
（
就
学
前
含
む
）
①
藤

原
聖 

（
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
）
②
鯉

沼
梨
玖
（
大
子
柔
道
会
）
③
小
川

詩
悠
（
金
砂
郷
柔
道
ス
ポ
少
）
③

小
薗
爽
汰
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

▼
小
学
3
年
生
以
下
女
子
の
部

（
就
学
前
含
む
）
①
古
茂
田
咲
弥

（
大
子
柔
道
会
）
②
黒
澤
朋
華
（
東

海
柔
道
ク
ラ
ブ
）③
藤
田
夢
叶（
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
長
嶋
李
奈

（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）

▼
小
学
3
・
4
年
生
男
子
の
部

①
佐
藤
淳
平 

（
金
砂
郷
柔
道
ス
ポ

少
）
②
箕
輪
透
流  

（
東
海
柔
道

ク
ラ
ブ
）
③
藤
原
樹 

（
東
海
柔
道

ク
ラ
ブ)

③
村
井
貴
洋
（
那
珂
市

柔
道
ス
ポ
小
）

▼
小
学
4
・
5
・
6
年
生
女
子
の
部

①
村
井
美
香
子
（
那
珂
市
柔
道
ス

ポ
少
）
②
吉
井
結
香
（
金
砂
郷
柔

道
ス
ポ
少
）
③
吉
井
静
香
（
金
砂

郷
柔
道
ス
ポ
少
）

▼
小
学
5
・
6
年
生
男
子
の
部

①
増
田
凜
之
介
（
那
珂
市
柔
道
ス

ポ
少
）
②
佐
藤
諒
河 

（
東
海
柔
道

ク
ラ
ブ
）
③
中
嶋
龍
輝 

（
那
珂
市

柔
道
ス
ポ
少
）③
金
子
真
貴
人（
常

陸
太
田
柔
道
部
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
①
貴
家
一
希

（
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
）
②
和
田
拓

馬
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
） 

③
吉

川
悠
斗
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

③
石
井
啓
悟 

（
東
海
柔
道
ク
ラ

ブ
）

▼
中
学
生
女
子
の
部
①
若
松
玲
奈

（
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
）
②
大
部
桜

子
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
宮

本
千
里
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

【
剣
道
の
部
】﹇
団
体
戦
﹈

▼
小
学
生
低
学
年
の
部
①
里
神
館

Ａ
②
里
神
館
Ｂ
③
久
米
剣
道
教
室

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
①
里
神
館

Ａ
②
里
神
館
Ｂ
③
里
神
館
Ｃ
③
青

龍
剣
士
隊

▼
中
学
生
の
部
①
青
龍
剣
士
隊
②

里
美
中
③
峰
山
中
Ａ
③
南
中
Ａ

﹇
個
人
戦
﹈
▼
小
学
３
・
４
年
生
の

部
①
板
谷
颯
士
（
小
里
）
②
今
温

貫 

（
里
神
館
）
③
大
橋
拓
真
（
里

神
館
）
③
髙
島
亜
湖
（
里
神
館
）

▼
小
学
５
・
６
年
生
の
部  

①
岡

﨑
翔
汰
（
里
神
館
）
②
興
野
笑
理

（
里
神
館
）③
西
野
太
基（
里
神
館
）

③
篠
原
颯
太
（
里
神
館
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
①
山
形
尚
矢

（
里
美
中
）
②
小
室
隆
輝 

（
青
龍

剣
士
隊
）
③
福
地
弦
太 

（
南
中
）

③
泉
妻
昂
佑
（
南
中
）
▼
中
学
生

女
子
の
部
①
矢
橋
未
那（
里
美
中
）

②
中
嶋
唯
（
太
田
中
）
③
稲
川
藍

（
太
田
中
）

○高齢者賞
　棚部一郎（91 歳）加藤彦一（90 歳）
　小倉　弘（89 歳）鈴木かね（89 歳）
　堀江新一（89 歳）

優勝 準優勝 第 3位
Ａブロック 遠藤　登 白石　勤 武藤次雄
Ｂブロック 茅根　猛 大内富美江 吉村　誠

第
15
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

昨
年
11
月
23
日
、
紅
葉
も
見
ご
ろ

で
穏
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
山
吹
運
動

公
園
運
動
広
場
に
お
い
て
「
第
15
回
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
20
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
全
ホ
ー
ル
で

の
打
数
の
少
な
さ
を
競
う
個
人
競
技
）。

年
３
回
各
地
区
で
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
実
施
し
た
集
大
成
と
し
て
行
う

も
の
で
す
。
今
回
は
、
２
８
２
人
が

参
加
し
て
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
そ

れ
ぞ
れ
に
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
も
出
て
年
々
レ

ベ
ル
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
94
個
も
出
ま
し
た
。

優
勝
者
の
一
人
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
３
個
、
39
打
の
ハ
イ
ス
コ
ア
で
、

ま
た
、
91
歳
の
最
高
齢
者
が
元
気
に

プ
レ
ー
を
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
年
齢
に
関
係

な
く
、
誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
一
緒
に
元
気

作
り
、
仲
間
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 【大会結果】※敬称略

○特別賞
　海老根正子
    高橋正勝

グラウンドゴルフ大会の様子

茅根猛さん 遠藤登さん
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昨年 12 月 13 日、総合福祉会館で行われているおも
ちゃ図書館でクリスマスイベントが行われました。会
場には、たくさんの親子連れが集まりおもちゃやクリ
スマスツリーを作り遊びました。また、トナカイを連
れてサンタさんが登場、子どもたちにプレゼントを渡
していました。

「ＡＬＬ常陸太田の酒が飲みたい。自分たちの酒を
造ろう！」　と市に縁のある人たちが自分たちのお酒
を造る自酒プロジェクト。今年で 3年目を迎え、今後
も一層愛される自酒であるよ
うに昨年の 12 月に名称を募
集。401 通の応募の中から「ご
縁だね」 に決定しました。今
後は、3 月の初しぼりに向け
て商品化を進める予定です。

プレゼントを渡すサンタ

まちの話題 my town news 

小目町の磯野飛鳥さんが、ＪＩＣＡ（独立行政法人
国際協力機構）のボランティアとして約 2 年間、中央
アメリカ地域にあるグアテマラ共和国に小学校教員と
して派遣されます。磯野さんは「新卒ですが、日本で
学んだ授業法を土台にして、現地のニーズに沿った形
でよりよい算数科の
発展に力を尽くした
い」と話してくれま
した。

昨年 12 月 14 日、鯨ケ丘商店街で１日限りの地域の
イベント 12 月倉（つなぐ）が開催され、食べ物や雑
貨のお店などが出店。昨年国登録有形文化財となった
稲田家赤煉瓦蔵を中心に多くの親子連れでにぎわいを
みせました。 このイベントは 4年前から始まり、空き
店舗等も活用されました。

ひょうたんランプ

昨年 11 月 30 日、中城町会で自主防災訓練が行われ
ました。町会 119 世帯 149 人が参加し、避難訓練や消
火器使用訓練、ＡＥＤ使用訓練等を行いました。災害
時には、災害から自分の身を守るための「自助」、地
域を守るための「共助」が有効な防災・減災対策とな
ります。今後も消防団
などとの連携強化と地
域防災力の向上に努め
ていきます。

旧稲田家赤煉瓦蔵を中心に開催

クリスマスツリー作りに挑戦

消火器使用訓練の様子

自酒プロジェクトは昨年 11 月に国産
農産物等の消費拡大に寄与する団体
に贈られる「フード・アクション・ニッ
ポン 2014」に入賞

昨年 12 月 25 日に大久
保市長を表敬訪問した
磯野さん㊨

1 月 6 日、市新年賀詞交歓会並びに叙勲祝賀会がパ
ルティホールで開催されました。大久保太一市長は「少
子化人口減少の課題や将来への存続をかけた取り組み
を推進し、行政・議員・市民も共に知恵を出し合い地
域の未来を築いていきたい」と冒頭であいさつ。会場
では、昨年の叙勲受章者への記念品贈呈や意見交換な
どが行われました。

賀詞交歓会には 248 人が出席 叙勲受章者への贈呈式
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１月 10 日、パルティホール他で平成 27 年市消防
出初め式が行われました。
パレードでは、太田一
高、佐竹高校合同による
演奏のほか消防職員・団
員 798 人、消防車両 54 台、
婦人防火クラブ員、また
市民の方も防火衣を着た子
どもたちや親子で消防車に乗り、パレードに参加しま
した。また、パルティホー
ル駐車場では、瑞竜中、
峰山中、太田中合同によ
る生演奏による分列行進。
式典では、多年にわたり
消防団で活躍された方の
表彰があり、また、合併
10 周年記念特別講演として長谷川祐子氏による防災に
関する講演が行われました。

1月11日、瑞龍町で「どんと焼き」
と「まゆ玉飾り」作りが行われました。
書初めや正月飾りを火に入れた後は、
おいしい餅つき。そして真剣にまゆ玉
飾りが作られました。素敵な和の行事
でした。

1月 17 日、茅根町鳥追いまつりが行われました。田
んぼに、竹やカヤで鳥追い小
屋を作り、中で子どもたちが
もちやうどんなどを食べなが
ら楽しみました。夕刻には小
屋に火がつけられまばゆい炎
に包まれながら五穀豊穣を願
いました。
１月 18 日、下高倉町で高倉鳥追どんど焼祭が行わ

れました。かつて地元で行わ
れた正月行事の「鳥追い」や
「どんど焼」を次世代を担う
子どもたちに伝承しようと昨
年から行われています。

1月 17 日、山吹運動公園で西山研修所主催の西山冬
まつりが開催され、多くの家族連れでにぎわいました。
子どもたちは、水戸ホーリーホックのエアゴールや

竹馬をはじめとした昔遊び、ロケットや静電気を利用
した「電気クラゲ」作りに挑
戦する、科学実験コーナー
などで楽しんでいました。ま
た、会場では多くの学生ボラ
ンティアが運営に携わり子ど
もたちと触れ合っていました。

　　　　　　　子どもたちがまゆ玉作りに挑戦

ロケット作りに挑戦

1月 14 日、世矢幼稚園で市社会福祉協議会協力のも
と三世代によるまゆ玉作りや昔遊びが行われ 100 人以
上が参加しました。かわいい臼と杵でぺったんぺった
んと餅をついた後は、未就園児も加わってまゆ玉作り。
上手にきれいに作れ
ました。子どもたち
は、世矢地区老人ク
ラブの会員の皆さん
にお手玉やコマ遊び
なども教わって楽し
んでいました。

㊧園児たちがもちつきに挑戦㊨みん
なでまゆ玉作り

分列行進する消防団の皆さん

消防車両のパレードは迫力満点

鳥追い小屋の中でもちやうど
んを食べる子どもたち

1月 18 日、かなさ笑楽校を会場に、青少年健全育成
市民の会亀作町推進委員会主催の三世代交流会が行わ
れました。子どもからお年寄りまで約 50 人が参加し、
石窯ピザやおにぎりを作って楽しく食事会。その後ビ
ンゴゲームなども行われ、外は寒
い一日でしたが、笑顔あふれる温
かな時間
を過ごし
ました。

班ごとにピザづくり焼きたてのピザおいしいね！

地元の皆さんが大勢参加
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市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを
紹介していきます。意外と知られていない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

田んぼの中の道沿いに
ある

45
  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

岩手町

山
田
川

県道富岡玉造常陸太田線

薬師堂

親沢池親水公園へ

観音堂

春日神社・八坂神社

スタート・ゴール

お休み場④

①

②

二十三夜塔③

⑥

岩手営農研修センター

⑦

岩手橋⑤ 至玉造町
至高柿町

篠山橋

ガソリン
スタンド

中岩手バス停

上岩手バス停

観音堂

安産や子育てにご利益のある
観音菩薩が収められている。
昔は夜祭や盆踊りなどが催さ
れ、地域の交流の場だったと
いう

安安安 や子や子育てにに るるる安安産産ややや子子育育てにに 利益利益のあのごご利益利益益益のああるるる

①

春日神社・八坂神社
春日神社はタケミカ
ヅチノミコト等、八
坂神社はスサノオノ
ミコト等を祭る。後
ろにある百万遍供養
塔碑には「光明真言
百万遍村中安全供
養」と刻まれている

春日神社 八坂神社春日神社 八坂坂神神社
春春春春
ヅヅヅ
坂坂坂坂
ミミ
ろろろ
塔塔塔塔
百百
養養

②

親沢池は実は岩手町にある。
野鳥やハスが美しく、夏と冬
では違った景色が楽しめる

親沢池親水公園

沢沢沢池 ににああるあるある親親親沢親沢池池ははは実ははは岩岩手岩手岩手沢沢池池はは実実はは岩岩手手町町ににああるるあるああるる

親沢池親水親親沢沢池池親水親水公園⑦

薬師堂
薬師如来が
安 置 さ れ、
目の病気が
治るといわ
れる

至高柿町

師薬薬師師堂
薬薬薬薬薬
安安安安安安
目
治治治治治治
れれれれ

⑥ 岩手橋

至玉造町

岩手橋岩手橋⑤ 

二十三夜塔

んん田んぼぼのぼのぼの中中ののの道道沿沿道沿いいい田田んんぼぼぼのの中中 道道沿沿のの道道道沿道沿 ににいにに

十 夜塔十十十 夜夜塔塔③

お休み場お休み場お休み場④ 

八坂神社から出社したお神輿
のお休み場。春は桜が見事

昭和 46 年竣工。南側の側道
橋は平成 6年にできた

↑携帯電話からの
位置情報はこちら

←親沢池の詳しい
情報はこちら

ココを c
heck!

ココを c
heck!

ココを c
heck!

ココを c
heck!
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峰山中  卓球部

◎ 

部
員
数 

２
年
生
14
人
、１
年
生
６
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

横
山
太
一
さ
ん
「
団

体
戦
で
は
、
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ

て
戦
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

浅
野
勝
好
先
生
「
技
術
の
向

上
と
心
身
の
成
長
の
両
方
が
大
切
。

幅
広
い
年
代
で
楽
し
め
る
卓
球
を

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

南中  剣道部

◎ 

部
員
数 

２
年
生
０
人
、１
年
生
５
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

福
地
弦
太
さ
ん
「
他

の
メ
ン
バ
ー
よ
り
も
先
に
行
動
す

る
こ
と
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

梶
間
佑
一
先
生
「
稽
古
に
よ

る
技
の
鍛
錬
だ
け
で
な
く
、
周
囲

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

〝
心
〞
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
」

◆◆

◆

里
美
小
・
中
学
校
誕
生
か
ら

10
カ
月
！

か
が
や
く
子
ど
も
た
ち

学
び
合
い
を
通
し
て

Vol.22our school life

■
児
童
・
生
徒
数
２
０
０
人

里美んピックよさこい
ソーラン（中・小4・5・6年）

小・中縦割り給食

里翔祭

　

平
成
26
年
４
月
、
小
里
小
と
賀
美
小
の
統
合

に
よ
り
、〝
里
美
小
〞
が
里
美
中
の
校
舎
に
併

設
し
て
開
校
し
、
施
設
併
設
型
小
中
連
携
校
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

誕
生
か
ら
10
カ
月
、
２
０
０
名
の
児
童
生
徒

が
、
学
習
に
遊
び
に
活
動
に
笑
顔
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

花
い
っ
ぱ
い

　

感
動
い
っ
ぱ
い

　

笑
顔
い
っ
ぱ
い

を
合
言
葉
に『
一
人
一
人
が
輝
く
学
校
づ
く
り
』

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昼
休
み
に
な
る
と
、
児
童
と
生
徒
が
校
庭
で

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
学
期
１
回
は
、
小
中

縦
割
り
班
で
も
遊
び
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
行
事

も
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
の
里
美
ん

ピ
ッ
ク
（
運
動
会
、

体
育
祭
）、
里
翔
祭
も

児
童
生
徒
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
実
施
し
、

感
動
を
共
有
し
ま
し

た
。

学び合いの学習

　

中
学
校
教
員
の
小
学
校
で
の
専
科
指
導
や

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
、
小

学
校
教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
授
業
等
に
よ

り
、
小
学
生
に
対
し
て
、
多
く
の
教
員
が
か
か

わ
っ
て
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
に
し
て
い
る

の
は
、「
学
び
合
い
」。

児
童
生
徒
が
考
え
を

交
流
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
互
い
に
認
め

合
い
、
子
ど
も
が
主

役
に
な
る
学
習
を
、

９
年
間
の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
学
校
で
す
が
、「
世

界
に
羽
ば
た
く
里
美
の
子
」
の
育
成
の
た
め
、

小
中
の
教
職
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。



2 月で１歳です！
元気
に

すく
すく

横田悠
はるま

真くん
2月 8日（山下町）

椎名蘭
らん

ちゃん
2月 8日（上利員町）

田村悠
ゆうと

斗くん
2月 14日（山下町）

根本瑛
え ま

茉ちゃん
2月 5日（真弓町）

横山 将
たすく

くん
2月24日（天神林町）

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付の
上、受信制限を解除してください（ＪＰＥＧ形
式で 3ＭＢ以内）。応募された写真は返却しま
せんのでご了承ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太
田市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@
city.hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）

発行　常陸太田市／編集　情報政策課 〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

表紙に
よせて

天下野町の中嶋利さんのお宅で続けられている「凍みこんにゃく」づくり。真冬の風物詩となっている
この風景に多くのカメラマンが撮影に訪れていました。

携帯電話のバーコードリーダーをお使いに
なり、右のＱＲコードを読み取ると、メー
ルアドレスを表示することができます。

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 26 年 4 月生まれのお
子さん（4月号掲載分）

　  ◇応募締切　3月 5日木
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年
月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

今月は「宮ノ脇保育園」で～す


